
令和6年度後期版

No. 11 主な対象
乳幼児親子向け（児童館など）

小学生向け（あいキッズ、寺子屋など）

タイトル

テーマ 自然工作 形式 講義＋工作

所要時間 40分～1時間 人数 10～30名

推奨
実施時期

秋頃（どんぐりがある時期。どんぐりの用意ができれば他の時期でも実施可能）

講師・費用 エコポリスセンタースタッフ（無償） 講師派遣数 1～2名

ねらい・内容

依頼元に
ご用意いただく

材料等

①どんぐり（人数分）
※細長い形が望ましい
②薄い段ボール：4㎝×20㎝程度（人数
分）
③木工用ボンド
④セロハンテープかビニールテープ
⑤油性カラーペン
⑥飾り（毛糸など）

講師側
準備物

①講義データ入りパソコンまたはデータ入りSDカー
ド
②どんぐりずもう見本

依頼元に
必要な設備・機材

①プロジェクター
②スクリーン（無ければプロジェクターを投
影できる白い布や壁）
③プロジェクター用・パソコン用の台
④延長コード
⑤HDMIケーブルまたはRGBケーブル
⑥参加者用の机（養生済のもの）

実施場所 机・椅子がある室内

依頼元
必要スタッフ数

打ち合わせ

その他

・サポートとしてボランティアスタッフが同行する場合があります。
・実施開始時間は10時以降15時までです。

★確定した【参加人数・班人数】を開催10日前までにご連絡ください。

＜エコポリスセンター　地域エコロジー講座　詳細メニュー＞

どんぐりずもう

■ねらい
タネやどんぐり等、動くことができない樹木が子孫を残す方法
をお話や簡単なゲームを通して学ぶ。その後、身近な自然物
を使った工作を楽しむ。

■内容
＜お話＞
どんぐりや身近な樹木のタネのお話

＜どんぐりリレー＞※希望があれば、時間によって可能
一列に並んで、厚紙にのせたどんぐりを落とさないように次の
人にまわすゲームをする。途中で落としてしまったら、落とした
人から再度まわしていく。転がりやすい性質を知って遊んでも
らう。

＜どんぐりずもう＞
薄い段ボールをどんぐりのまわりに貼り、人形を作る。空き箱
やお道具箱の上にのせてまわりをトントン叩き、紙相撲のよう
にして遊ぶ。

2～3名

【対応時間】9時～17時
・電話かメールで連絡がとれるようにお願いいたします。状況により詳細な打ち合わせが必要ですので、直接お会い
して打ち合わせをさせていただく場合がございます。


